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第 1部 金融制度の見直し機運 (準備期) 
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第４部 護送船団方式の組替え (完了期) 
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行しておくべきであった。実質 GDPの平均成長率は 1955～70年の約 10％から








































































 為替･資本移動の自由化 金利の自由化 業務の自由化 参入･退出の自由化 
1967 第 1次資本自由化  「金融の効率化」  
1968     
1969     
1970     
1971 ニクソン・ショック   預金保険制度発足 
1973 変動相場制移行    
1974     
1975  国債大量発行へ 銀行法改正諮問  
1976     
1977     
1978   
1979 外為法全面改正 ＣＤ販売
1980  国債発行
1981   
1982  国債窓口
1983   
1984 日米円ドル委員会報告  
1985 プラザ合意 ＭＭＣ取
1986 東京オフショア市場開設 小口預金
1987   
1988   
1989   
1990  小口預金
1991   
1992   
1993   
1994  預金金利
1995   
1996   
1997 外為法改正  
1998   
1999 長銀外資へ譲渡決定  
2000   









開始 普通銀行あり方答申  
ピーク 中期国債ファンド許可  
銀行法全面改正  
販売方針   
  
  
扱開始 環境整備答申、制問研発足  




金利自由化決定  株価、地価下落始まる 
子会社方式答申 証券･金融不祥事 
金融制度改革法成立 預金保険発動第 1号 
 株価暴落「運営方針」 
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